
議会だより　No.147

平成 29 年 2 月 1 日

12月定例会の採決結果

請願・陳情の結果

4

■
八
ケ
岳
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
議
員
の
選
任

　

植
松　

克
美 

氏
（
立
沢
）＝
旧
本
郷
村

　

名
取　

俊
昭 

氏
（
瀬
沢
新
田
）＝
旧
落
合
村

　

加
々
見
好
明 

氏
（
葛
窪
）＝
旧
境
村

３
氏
と
も
、
選
任
に
全
会
一
致
で
同
意
し
ま
し
た
。
任
期
中
は
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

八
ケ
岳
山
恩
賜
県
有
財
産
は
、
山
梨
県
内
の
県
有
林
で
す
。
八
ヶ
岳
・

　

網
笠
山
の
山
頂
に
近
い
場
所
に
あ
り
、
山
梨
県
の
条
例
に
よ
り
組
合
が

　

管
理
し
て
い
ま
す
。
組
合
の
議
員
定
数
は
10
人
。
内
訳
は
北
杜
市
小
淵

　

沢
町
が
４
人
、
富
士
見
町
の
旧
本
郷
村
、
旧
落
合
村
、
旧
境
村
が
各
２

　

人
で
す
。

■
諏
訪
広
域
公
立
大
学
事
務
組
合
の
規
約
を
可
決

　

規
約
に
よ
る
と
、
組
合
は
６
市
町
村
で
組
織
。
組
合
長
は
茅
野

市
長
が
務
め
、
事
務
所
は
茅
野
市
役
所
に
置
き
ま
す
。
議
会
定
数

は
20
人
。
こ
の
う
ち
富
士
見
町
は
２
人
。
事
務
経
費
の
負
担
は
茅

野
市
が
81
・
５
％
、
他
の
５
市
町
村
は
18
・
５
％
。
富
士
見
町
は
２
・

１
％
を
負
担
し
、
経
常
的
経
費
の
総
額
は
、
総
務
費
と
議
会
費
で

１
０
０
０
万
〜
１
１
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。
組
合
は
、
諏
訪
東

京
理
科
大
学
（
茅
野
市
）
の
平
成
30
年
４
月
公
立
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

■
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
「
一
本
松
の
家
」
の
指
定
管

　
理
者
を
指
定

　

社
会
福
祉
法
人
富
士
見
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
引
き
続
き
指
定

管
理
者
と
な
り
、
24
時
間
対
応
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
ま
す
。
利
用

者
が
可
能
な
限
り
自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、「
通
い
」
を
中
心
に
、
短
期
間
の
「
宿
泊
」、
自
宅
へ
の
「
訪

問
」
を
組
み
合
わ
せ
、
日
常
生
活
の
支
援
を
し
ま
す
。

■
丸
山
墓
地
公
園
の
指
定
管
理
者
を
指
定

　

昭
和
49
年
に
富
士
見
町
開
発
公
社
が
造
成
し
た
施
設
で
す
が
、

国
の
「
墓
地
経
営
・
管
理
の
指
針
」
に
よ
り
、
運
営
は
町
に
移
管

さ
れ
、
町
は
公
社
を
指
定
管
理
者
と
し
ま
し
た
。
５
８
５
区
画
あ

り
、
こ
の
う
ち
３
２
３
区
画
（
55
％
）
が
使
用
さ
れ
、
使
用
料
は

年
２
５
０
０
円
。

議　　　　　　　　　　案 議　員 結　果

議案第１号 諏訪広域公立大学事務組合の設置について

議案第２号 富士見町税条例の一部を改正する条例

議案第３号 指定管理者の指定について……（一本松の家）

議案第４号 指定管理者の指定について……（富士見町丸山墓地公園）

議案第５号 平成28年度富士見町一般会計補正予算（第6号）

議案第６号 平成28年度富士見町水道事業会計補正予算（第2号）

議案第７号 平成28年度富士見町下水道事業会計補正予算（第2号）

議案第８号 特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議案第９号 一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例

議案第10号 八ヶ岳山恩賜県有財産保護組合議員の選任につき同意を求めることについて

全会一致 可　決

同　意

番　号 件　　名 審　査　経　過審査結果担当委員会紹介議員提　　出　　者

請願
第28-1号

請願
第28-2号

長野県富士見高等学校にお
ける35人以下学級の実現を
求める意見書を県知事に提
出するよう求める請願
【※平成28年9月 第488回定
例会からの継続審査】

岡谷市神明町2-10-3
岡谷工業高等学校内
長野県高等学校教職員組合
諏訪支部 書記局
代表　新井 敏雄

矢島 　尚 社会文教常任
委員会 採択

織田 昭雄
三井 新成
五味 高幸

総務経済常任
委員会

採択

少人数学級は世界の流れですが、日本では、小
学校２年生まで法律等により35人学級を国の
財政で、長野県では、小中学校の全学級で35
人学級が実施されているが、高校については、
まだ。諏訪地方では地域高校である富士見高
校に先行実施してほしい。特別支援学級卒業
生のためにも必要、ということで採択しました。

免税軽油制度の継続を求め
る請願書

富士見町富士見6666番地703
一般社団法人  富士見町開発公社
理事長　小林 一彦
富士見町境12067番地
富士見高原リゾート株式会社
代表取締役　福田 敏明

本来、道路課税であったものである。スキー場
では大量に軽油を使用するため、免税の廃止
はスキー場経営に大きな影響を受けるなどの
意見があり、現行の免税制度の維持が必要とし
て、採択しました。

陳情
第28-8号

社会文教常任
委員会

継続
審査

介護保険の給付縮小・負担
増を中止し、充実を求める
意見書の提出を求める陳情
書

諏訪郡下諏訪町矢木町214
南信勤医協諏訪共立病院内
諏訪地方社会保障推進協議会
会長　毛利 正道

政府は、来年の国会で、福祉用具サービス等を
自己負担に、利用料２割負担の対象者の拡大、
要介護１・２の通所介護を市町村の総合事業
に移す等、更なる給付の削減・負担増を図る内
容を考えているが、これを止めてほしいという
ものです。委員会では、来年の国会の経過を見
てから判断しようということになりました。 

陳情
第28-9号

社会文教常任
委員会

継続
審査

次期介護保険制度改正にお
ける福祉用具、住宅改修の
見直しに関する意見書の提
出を求める陳情書

諏訪郡下諏訪町矢木町214
南信勤医協諏訪共立病院内
諏訪地方社会保障推進協議会
会長　毛利 正道

次期介護保険制度改正で、軽度者に対する福
祉用具貸与等の見直しが検討されている。介
護保険制度による福祉用具等のサービスは、
高齢者自身の自立意欲を高め、介護者の負担
軽減を図るため、継続してほしいというもの。こ
れももう少し国の動きを見てから判断したいと
いうことになりました。 

選 任選 任


